
ａ□ 技術者が適切に配置されている。 ｂ□技術者がほぼ適切に配置されてい ｃ□他の事項に該当しない。 ｄ□技術者の配置がやや不備である。 ｅ□技術者の配置が不備である。

「評価対象項目」

1 □現場代理人又は現場責任者として、工事全体の把握ができている。

2 □現場代理人又は現場責任者として、監督員との連絡調整を書面で行っている。 □ 1.現場代理人等の技術配置が不備で、監督員から

3 □書類整理、資料整理が適切に処理されている。   文書により改善指示を行った。

4 □施工に先立ち、創意工夫または提案をもって工事を進めている。

5 □契約書、設計図書、指針等を良く理解し、現場に反映して工事を行っている。 □ 2.専門技術者が配置されていない。

6 □作業環境、気象、地質条件等の困難克服に努めている。

7 □下請の施工体制、施工状況を把握し、現場指導にあたっている。

8 □主任技術者又は、監理技術者として技術的判断にすぐれ良好な施工に努めた。 上記に１項目でも該当があれば・・・d

9 □作業主任者を選任し配置している。 ２項目該当・・・・・・・・・・・・e

10 □専門技術者を選任し、配置している。

11 □「施工プロセス」チェックで、指摘事項が無かった。または指摘事項に対する改善が速やかに（次回）実施された。

12 □その他

理由：

該当項目が ～ ％未満・・・・ｄ ①当該「評価対象項目」のうち、評価対象外の項目は削除する。

該当項目が ～ ％未満・・・・ｃ ②削除項目のある場合は削除後の評価項目数を母数として、比率（％）

該当項目が ～ ％未満・・・・ｂ 計算の値で評価する。

該当項目が ～ ・・・・・・・ａ ③評価値 （ % ）＝ （ ）評価数 ／（ ）対象評価項目数

④なお、削除後の評価対象項目数が２項目以下の場合はｃ評価とする
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工事成績採点の考査項目の考査項目別運用表
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